副学長・病院長 by 熊谷 朗
学 長 佐 々 学
⑨ 原 著
1) Sasa M. : Studies on chironomid midges of 
the Tama River Part 5 An observation on the 
distribution of Chironominae a10ng the main 
stream in J une， with description of 15 new 
spec i es . Res . Rep . N a t . I n s t . Env i ron . 
Stud. ， Jpn. No. 43 : 1 -68， 1983 
2) Sasa M. : Description of species of the 
subfami1y Orthocladiinae recovered from the 
main stream in the June servey. Res. Rep. Nat. 
Inst. Environ. Stud. ， Jpn. No. 43 : 69 - 100， 1983 
3) Sasa M. and Ichimori K. : Additiona1 
species collected in winter from the main stream. 
Res. Rep. N at. Inst. Environ. Stud. ， J pn. 
No. 43 : 101 - 122， 1983 
4) Sasa M. and Hasegawa H. : Chironomid 
midges of the tribe Chironomini collected from 
sewage ditches， eutrophicated ponds， and some 
clean streams in the Ryukyu Is1ands， southern 
Japan. Jpn. J. Sanit. Zool. 34 : 299 -336， 1983 
副 学 長 増 田 克 忠
1) Adachi J. ， Takahata H. ， Nomura K. and 
Masuda K. : Studies on Mesoionic Compounds 
XIII. Synthesis of Mesoionic 1， 2， 3-
Thiadiazo1ium-4-thio1ates Chem Pharm Bull 
31， 1746 - 1750， 1983 
2) Nomura K. ， Suda S. ， Takeuchi M. ， 
Adachi J. and Masuda K. : Synthesis of 1， 2， 
3， 4-Tetrahydro-1-benzazocin-5 (6H) -ones by 
Dieckmann Condensation. Heterocycles 20， 2051 
2054， 1983. 
副 学 長 ム
熊 谷病 院 長
⑨ 著 書
1) Tomioka H. ， Sueishi M. ，  Kanai H. ， 
Tomitani Y. and Kumagai A. : Inactivation of 
Slow Reacting Substance of Anaphy1axis and 
Synthetic Leukotrienes by Human P1acenta1 Ary­
lsulfatase B-Imp1ication to Eosinophil Function-. 
In Immunobio1ogy of the Eosinophi1， Y oshida 
T . ， T or i su  M . ( Ed . )  46 - 5 8 ， E 1 s e v i e r  
朗
Biomedica1， New York， 1983 
2) 熊谷朗， 荻田善一， 安倍政利， 金谷高志， 岩
橋寛治， 奥井信治 ，-証 と 方斉リハ ン ド ブ ッ ク 」 熊谷
朗， 荻田善一監修， 医歯薬出版社， 1983. 
3) 熊谷朗 ，-天然 E P A の驚異J， 千 曲秀版社，
1983. 
4) 平井愛山， 田村泰， 吉 田 尚 ， 熊谷朗 : エ イ コ
サペ ン タ エ ン酸 ( E P A ) と 動脈硬化症， 血栓症の
予防 と 治療 - 臨床疫学的観点か ら の ア プ ロ ー チ ， 「脳
血管障害 と プロ ス タ グ ラ ン デ ィ ン 」 宮武正編， 51 
56， 科学評論社， 1983. 
5) Kumagai A. : Recent progress in the study 
of eicosapentaenoic acid， In Perspectives in Prost­
ag1andin Research : Proceedings of the Winter 
Seminar of the Japanese Inflammation Society， 
by Shiokawa Y. ，  Katori M. and Mizushima Y. 
(Ed. ) ，  141 - 143， Excerpta Medica， Amsterdam， 
1983 
6) Yamada K. ， Ito K. ， Watanabe M. ， 
Tamura Y. ， Kumagai A. : Recent of glucocor­
ticoid and minera1ocorticoid on rena1 kallikrein 
and prostag1andin biosynthesis， In Perspectives in 
Prostag1andin Research : Proceedings of the 
Winter Seminar of the J apanese Inf1ammation 
Society， by Shiokawa Y. ， Katori M. and Mizu­
shima Y. (Ed. ) ， 202 -205， Excerpta Medica， 
Amsterdam， 1983. 
7) Saito H. ，  Hirai A. ， Tahara K. ，  Terano 
T. ， Tamura Y and Kumagai A. : In vitro effect 
of EPA on the metabo1ism of [1 - 14CJ arachidonic 
acid in rat peritonea1 macrophages， In Per­
spectives in Prostag1andin Research : Pro­
ceedings of the Winter Seminar of the J apanese 
Inf1ammation Society， by Shiokawa Y. ， Katori 
M and Mizushima Y. (Ed. ) ， 162 - 170， Excerpta 
Medica， Amsterdam， 1983. 
8) Hirai A. ， Saito H. ， Tahara， K. ， Terano 
T. ， Tamura Y and Kumagai A. : Study on the 
metabo1ism of po1yunsaturated fatty acids in rat 
peritonea1 macrophages in vitro， In Perspectives 
in Prostag1andin Research : Proceedings of the 
Winter Seminar of the J apanese Inf1ammation 
Society， by Shiokawa Y. ， Katori M and Mizu・
shima Y. (Ed. ) ， 171- 177， Excerpta Medica， 
Amsterdam， 1983 
9) Tahara K. ， Hirai A. ， Saito H. ， Terano 
T. ， Tamura Y and Kumagai A. : Effect of 
1 -
paeonol on arachidonic acid metabolism by 
resident rat peritoneal macrophages in vitro， 1n 
Perspectives in Prostaglandin Research : Pro­
ceedings of the Winter Seminar of the J apanese 
1nflammation Society by Shiokawa Y. ，  Katori M 
and Mizushima Y. (Ed. ) ， 179 - 180， Excerpta 
Medica， Amsterdam， 1983. 
⑨ 原 著
1) Morisaki N. ，  Saito Y. and Kumagai A : 
Synthesis and Metabolism of Arachidonyl-and 
EicosapentaenoyトCoA in Rat Aorta. Biochim. 
Biophys. Acta 752 : 301 -306， 1983. 
2) Yanagisawa T. ，  Sueishi M . ，  N awata 
Y. ，  Akimoto T. ，  Koike T. ，  Tomioka H. and 
Kumagai A. : Mothylprednisolone Pulse therapy 
in Dermatomyositis : Dermatologica 167 : 47 -51， 
1983 
3) Watanabe M. ，  Nishikawa T. ，  Takagi 
T. ，  Kamiyama Y. ，  Tamura Y. and Kumagai 
A . : Mechanism of Suppressed Ren in ­
Angiotensin System in  Spontaneously Hyperten­
sive Rat (SHR) .  Hypertension 5 : 49 - 70， 1983. 
4) Shinomiya M. ， Saito Y. and Kumagai A. 
Effect of t5h on Cholesterol Ester Hydrolysis in 
Low Density Lipoproteins by Particulate Frac­
t i ons  of Arter i a l  W a l l  and  M acro phage  
Homogenates. Atherosclerosis 46  : 2 33  - 238， 
1983 
5) Morisaki N. ，  Mathuoka N. ， Saito Y. and 
Kumagai A. : Effects of Pantethine and Its Meta­
bolites on Fatty Acid Oxidation in Rat Liver 
Mitochondria. Tohoku J. Exp. Med. 141 : 33 -
39， 1983. 
6 )  Morisaki N. ，  Matsuoka N . ，  Shinomiya 
M. ，  Mizobuchi M. ，  Saito Y. and Kumagai A. 
Lipid Metabolism in the Aorta of Daunomycin-
1nduced Nephrotic Rats. Tohoku J. Exp. Med. 
141 : 183 -190， 1983 
7) Shinomiya M. ，  Morisaki N. ，  Matsuoka 
N. ， 1zumi S. ，  Saito Y. ，  Kumagai A. ，  Mitani 
K. and 孔10rita S. : Effects of γ-Oryzanol on Lipid 
Metabolism in Rats Fed High-Cholesterol Diet. 
Tohoku J . Exp. Med. 141 : 191 - 197， 1983. 
8) 泰霞哉， 熊谷朗他 : Probucol の 高指血症に対
す る 用量の検討 II 封筒法に よ る 多施設参加用量試
験か ら み た 単位有効量 と 有効反 応 率 一 . 動脈硬化
10 : 1143 - 1149， 1983. 
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9) 田 中真， 富 岡 玖夫， 岩本免夫， 熊谷朗， 斉藤
陽久， 吉田 象二， 諸橋芳夫 : Oscillation 法 に よ る 気
道過敏性試験の検討 一成人気管支端息 を 中心 と し て
， ア レ ル ギ ー， 32 : 183 - 192， 1983. 
10) 秋元敏佑， 富 岡 玖夫， 熊谷朗， 吉田亮 : 土鳩
生棲地区住民 に お け る 血清中抗ノ \ ト 抗体の検索. ア
レ ル ギ ー， 32 : 149 - 157， 1983. 
11 )  渡辺直子， 伊藤公道， 白 井厚治， 斉藤康， 熊
谷朗， 滝沢弘隆， 平沢博之 : パ ラ コ ー ト 中毒の病態
と 治療 ー パ ラ コ ー ト 中毒に Direct Hemoperfusion 
を行い Vitumin E を 大量投与 し ， 救命 し え た一例. 一
基礎 と 臨床， 17 : 1291 - 1296， 1983. 
12) 斉藤康， 森崎信尋， 熊谷朗 : 血管壁多価不胞
和脂訪酸代謝 に つ い て -特 に エ イ コ サ ペ ン タ エ ン酸
と ア ラ キ ド ン酸 を 中心に 一. 動脈硬化， 11 : 23 - 27， 
1983 
13) 白井厚治， 松岡信夫， 斉藤康， 熊谷朗 : 肝性
リ パ ー ゼ の も つ エ ス テ ラ ー ゼ活性の意義. 動脈硬化，
11 : 89 - 94， 1983. 
14) 田村泰， 平井愛山， 佐二木順子， 寺野隆， 斉
藤博幸， 田 原和夫， 浜崎智仁， 熊谷朗 : E P A (Eicos­
apentaenoic Acid) と 疫学. 動脈硬化， 11 : 21 -27， 
1983. 
15) 鳥居敏明， 末石真， 金井英夫， 富 岡 玖夫， 熊
谷朗 : ラ ッ ト 好酸球 よ り の Arylsulfatase 遊離の機
序. ア レ ル ギ ー， 32 : 14 -21， 1983. 
16) 田村泰， 浜崎智仁， 平井愛山， 斉藤博幸， 寺
野隆， 田 原和夫， 熊谷朗 : 魚脂濃縮物投与 に よ る 人
血小板での ア ラ キ ド ン酸， エ イ コ サペ ン タ エ ン酸の
代謝に及 ぼす影響 に つ い て . 大和ヘル ス 財団研究業
績集， 7 : 3 - 6 ，  1983. 
17) 鈴木隆， 牧野英一， 金塚東， 尾世川正明， 柳
沢孝夫， 熊谷朗 : Sheehan 症候群10例の 内分泌学的
考察 一 特 に T R H連続負荷テ ス ト の意義 一 . 千葉医
学雑誌， 59 : 273 -277， 1983. 
18) 柳沢孝夫， 末石真， 縄田泰史， 秋元敏佑， 野
崎忠信， 小池隆夫， 富 岡 玖夫， 熊谷朗 : 重症皮膚筋
炎 に 対す る メ チ ル プ レ ド ニ ゾ ロ ン パ ル ス 療法. 臨床
免疫， 15 : 1585 - 1591， 1983. 
19) 富谷百合子， 富岡玖夫， 柳沢孝夫， 熊谷朗，
吉田象二， 松井宣夫 : リ ウ マ チ様関節炎関節液中の
S R S 様物質の 同定. 炎症， 3 : 40 - 46， 1983. 
20) 小坂樹徳， 熊谷朗他 : γ-Oryzanol (Hi-z⑮) 
の血清脂質異常 に対す る こ重盲検試験- 1 血清脂質
に対す る 用量別 の効果. 老年医学， 21 : 677 -699， 
1983 
21)  熊谷朗， 斉藤康他 : γ-Oryzanol (Hi-Z⑮) の
血清脂質異常 に対す る 二重盲検試験 - II 用量別の安
全性の評価 老年医学， 21 : 1078- 1098， 1983. 
22) 五島雄一郎， 熊谷朗他 : y-Oryzanol (Hi-z⑧) 
の血清脂質異常 に対す る こ重盲検試験 III用量に よ
る 臨床 的 有 用 性 の 比 較 老 年 医 学， 21 : 2039 -
2057， 1983. 
23) 村野俊一， 森崎信尋， 佐々 木憲裕， 篠宮正樹，
白 井厚治， 松岡信夫， 斉藤康， 熊谷朗 : 老化 ラ ッ ト
お よ び動脈硬化 ラ ッ ト の指質代謝 に つ い て . 動脈硬
化， 11 : 131 - 136， 1983. 
24) 津田薫， 白井厚治， 斉藤康， 熊谷朗 : 単純性
肥満症に 対す る Protein sparing diet に よ る 治療の
試み. 肥満治療研究会記録， 3 回 : 1 5 1  - 153， 1983. 
25) 今回屋章， 寺沢捷年， 土佐寛順， 三瀦忠道，
須藤成章， 熊谷朗 : 重症肺線維症 を呈 し た Mixed 
Connective Tissue Disease に 和漢薬治療 を行 っ た
ー症例. リ ウ マ チ 23 : 354 -361， 1983. 
26) 松岡信夫， 石川洋， 西出敏雄， 佐々 木憲裕，
村野俊一， 白 井厚治， 斉藤康， 宮崎章， 増田善昭，
稲垣義明， 田丸淳一， 岩崎勇， 熊谷朗 : 高 コ レ ス テ
ロ ー ル食投与家兎 に対す る エ ラ ス タ ー ゼの影響. 動
脈硬化 11 : 807 - 813， 1983. 
27) 志気保子， 白井厚治， 斉藤康， 熊谷朗 : 動脈
壁 リ ソ ゾー ム 酵素 に及 ぽす グ リ チ ル リ チ ン の影響.
動脈硬化 11 : 935 - 940， 1983. 
28) 平井愛山， 寺野隆， 浜崎智仁， 田 原和夫， 斉
藤博幸， 田村泰， 熊谷朗， 吉 田 尚 : 駆癖血薬 ボ タ ン
ピ及びそ の 有効成分ペオ ノ ー ルの 血小板凝集抑制作
用 と そ の機序に つ い て . Proc. Symp. Wakanyaku 
16 : 114 - 118， 1983. 
29) 山本昌弘， 植村泰三， 中 間慧， 上宮正直， 熊
谷朗， 田村泰， 牧野英一， 斉藤康 : 高脂血症に 対す
る 薬用人参長期投与の影響. Proc. Symp. Waka­
nyaku 16 : 188 - 191 ， 1983 . 
30) 尾世川正明， 牧野英一， 金塚東， 鈴木隆， 熊
谷朗 : ラ ッ ト 脂肪細胞 に お け る ト ル プ タ マ イ ド の
cyclic A M P phosphodiesterase 活性お よ び、グ ル コ
ー ス 酸化 に 及 ぽす効果. 医学の あ ゆ み 124 : 702 -
704， 1983. 
31)  篠宮正樹， 森崎信尋， 藤山葉子， 白井厚治，
斉藤康， 熊谷朗， 松岡信夫， 村野俊一， 三谷公互，
森 田誠治 : 高 コ レ ス テ ロ ー ル食投与 ラ ッ ト の 脂質代
謝 に 及 ぽす γ-Oryzanol の影響. 動脈硬化 10 : 
1069 - 1075， 1983 
32) 藤井由美子， 松岡信夫， 白 井厚治， 斉藤康，
熊谷朗 : リ ポ蛋 白 リ パー ゼの安定化 に 及 ぽす各種 デ
キ ス ト ラ ン 硫酸 の 効果. 動脈硬化 11 : 75 - 79， 
1983 
33) 佐々 木憲裕， Richard L. J akson， Laxmi S. 
Srivastana ， Char les  J . G lueck ， M oti L . 
Kashyap， 斉藤康， 熊谷朗 : 等 カ ロ リ ー高炭水化物
食お よ び低炭水化物食の H D L 亜分画に 及 ぽす影響
- H D L mass， size， apoprotein E， C -II， C -III 
含量 に つ い て . 動脈硬化 11 : 477 - 486， 1983. 
34) 藤山葉子， 白井厚治， 斉藤康， 熊谷朗 : 動脈
壁 中膜平滑筋細胞 に お け る L D L リ ン脂質代謝 に つ
い て . 動脈硬化 11 : 565 -569， 1983. 
35) 白 井厚治， 佐々 木憲裕， 石川洋， 西出敏雄，
藤山葉子， 斉藤康， 熊谷朗， 佐藤章， 松岡信夫， 村
野俊一， 藤井由美子， 泉早代， 小田部真紗子， 土蔵
郁夫 : 動脈硬化 ラ ッ ト 血管壁脂質代謝に 及 ぽす ク リ
ノ フ ィ プ レ ー ト の影響. 動脈硬化 11 : 611 - 616， 
1983 
36) 平良真人， 白井厚治， 森河信尋， 斉藤康， 熊
谷朗 : へパ リ ン静注後血紫 リ パー ゼ と カ イ ロ ミ ク ロ
ン と の 反応異常がみ ら れた 高中性脂肪血症の一例.
日 内会誌 72 : 796 -801， 1983. 
37) 渡辺直子， 白井厚治， 斉藤康， 熊谷朗， 村野
俊一， 松岡信夫 : パ ラ コ ー ト 中毒の病態 と 治療第 2
報 パ ラ コ ー ト 投与 ラ ッ ト に お け る 血中 お よ び臓器
過酸化脂質 の 変動 と Vitamin E 投与の影響. 基礎
と 臨床 17 : 1297- 1301， 1983. 
38) 五島雄一郎， 熊谷朗， 内藤周幸， 池 田義雄，
斉藤康， 重松洋 : 食欲抑制薬 Mazindol (AN -448) 
Feasibility 試験. 薬理 と 治療 11 : 2603 - 2619， 
1983 
⑥ 総 説
1) 熊谷朗 : ス ト レ ス と 適応病. 医学の あ ゆ み
125 : 300 - 303， 1983. 
2) 田村泰， 斉藤博幸， 平井愛山 ， 熊谷朗 : 血栓
と エ イ コ サ ペ ン タ エ ン 酸. 治療学 10 : 62 - 66， 
1983 
3) 熊谷朗， 田村泰 : 原発性 ア ル ド ス テ ロ ン症.
日 本臨床 41 : 848 -852， 1983. 
4) 田村泰， 平井愛山， 吉田尚， 熊谷朗 : 食事 に
よ る 抗血栓療法. 治療 65 : 1431 - 1435， 1983. 
5) 熊谷朗 : 動脈硬化 と 血管壁， 血小板代謝。 エ
ラ ス チ ー ム研究会記録 1 - 17， 1983. 
6) 熊谷朗 : ス テ ロ イ ド 薬 に よ る 治療. 臨床医
9 : 661 -663， 1983 
7) 熊谷朗 : 天然薬物 甘草 ・ グ リ チ ル リ チ ン.
GINSEN REVIEW 1 : 91 -96， 1983. 
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8) 熊谷朗 : 和漢薬 と 臨床薬理. 家庭薬研究
2 : 3 -26， 1983. 
⑥ そ の 他
1) 熊谷朗 : 気管支端息治療薬 フ マ lレ酸 ケ ト テ ィ
フ エ ン . 薬事新報 No. 1212 : ( 159) 15 - (160) 16， 
1983 
2) 熊谷朗 : 血管壁代謝か ら みた 動脈硬化症 血
管壁 と 血小板 メ デ ィ カ ノレ ト リ ビ ュ ー ン 3 月 10
日 号 : 12- 13， 1983. 
3) 熊谷朗 : 現代病 を 考 え る . 統計 No. 3 : 14 
- 18， 1983 
4) 熊谷朗 : 証， 経穴の 科学的実証及 び生薬資源
の確保 に 関す る シ ン ポ ジ ウ ム . 薬事 25 : 147 - 150， 
1983 
5) 熊谷朗 : 哲学 と 自 然科学. 漢方診療 2 1 ， 
1983 
6) 熊谷朗， 寺沢捷年， 大浦彦吉， 木村正康， 矢
野三郎 : 座談会 和漢薬の診療 ・ 研究 ・ 教育. 臨床
医薬情報 2 : 30-45， 1983. 
7) 熊谷朗 : 現代医学の な か に お け る 漢方 と そ の
役割 -今後 は方剤か ら 出 た研究 と 医学の場での評価
に基づ く も の へ 毎 日 ラ イ フ 14 : 20 - 23， 1983. 
8) 熊谷朗， 鹿取信， 木下勝之， 山本尚三 : ア ラ
キ ド ン酸 カ ス ケ ー ド と 臨床一生体内調節の メ ッ セ ン
ジ ャ ー . 治療学 10 : 107 - 123， 1983. 
9) 熊谷朗 : ア ラ キ ド ン酸 カ ス ケ ー ド と 生体調節.
治療学 10 : 13 - 14， 1983. 
10) 熊谷朗 : 序説 一現代医療 と 漢方方剤. 臨床医
薬情報 2 : 4 - 5 ， 1983. 
11 )  熊谷朗 : 証 と 方剤研究の意味す る も の 一第三
の 医学への志向 治療学 10 : 5 - 7 ， 1983. 
12) 熊谷朗 : 自 然科学的実証がな け れ ば近代医学
か ら と り 残 さ れ る . 日 経 メ デ イ カ ル， 9 月 号， 12 -
13， 1983. 
13) 熊谷朗 : “ デ ィ オ ス コ リ デス の薬物誌 (全 2
巻) " を読んで. 治療学 11 : 433， 1983. 
14) 熊谷朗 r証」 の科学的研究. 国際漢方 シ ン
ポ ジ ウ ム 治療学別冊。 49 - 57， 1983. 
15) 熊谷朗 : 動脈硬化の 予防 ・ 治療 に は血管壁代
謝の面か ら の ア プ ロ ー チ が不可欠 -血管壁 ・ 血小板
代謝 と 動脈硬化. メ デ イ カ ル ト リ ビ ュ ー ン， 12月 12
日 号， 1983. 
16) 熊谷朗 : S R S - A よ り ロ イ コ ト リ エ ン. 免
疫薬理. 1 : 31， 1983. 
17) 熊谷朗 : 甘草 ・ グ リ チ ル リ チ ン. 治療学 11 : 
710 - 712， 1983. 
18) 熊谷朗 : 新 し い 治療 ・ E P A. 治療学 11 : 
825， 1983 
19) 出村博， 斉藤康， 熊谷朗 : 内分泌疾患 と リ ポ
蛋 白代謝. 三和医報 11号， 37- 46， 1983. 
20) 永井道雄， 熊谷朗， 柴田承二， 大塚恭男 : 現
代医療 に 果た す漢方の役割一座談会 日 本短波放
送内容集 1 - 11，  1983. 
21) 津田薫， 白井厚治， 斉藤康， 熊谷朗 : 単純性
肥満症 に 対す る Protein sparing diet に よ る 治療の
試 み. 肥満研究 会記録 第 3 回 記録 : 151 - 153， 
1983. 
⑨ 学会報告
1) Kumagai A. ， Ishikawa Y. ， Shiki Y. ， Shirai 
K. and Saito Y. : Effect of Clycyrrhizin on Lyso­
somal Enzymes in Rat Arterial Wall. VIII Inter­
national Symposium on Drugs Affecting Lipid 
Metabolism， 1983， 7， Philadelphia. 
2) Shirai K. ， Saito Y. and Kumagai A. : The 
Role of Modified High Density Lipoproteins with 
Polyenphosphatidylcholine Vesicles. VIII Inter­
national Symposium on Drugs Affecting Lipid 
Metabolism， 1983， 7， Philadelphia. 
3) Sasaki N . ， Matsuoka N. ， Shirai K. ， 
Murano S. ， Ishikawa Y. ， N ishide T. ， Saito 
Y. ， Kumagai A. ， Miyazaki A. ， Masuda Y. ， 
Inagaki Y. ， Tamaru J. and Iwasaki 1. : Effect 
of Elastase on Lipid Metabolism in the High 
Cholesterol Fed Rabbit Arterial WalL VIII 
International Symposium on Drugs Affecting 
Lipid Metabolism， 1983， 7， Philadelphia. 
4) Saito Y. ， Sasaki N. ， Shinomiya M. ， 
Morisaki N . ， Matsuoka N . ， Shirai K. ， Izumi 
S. ， Ishikawa Y. ， Nishide T. ， Kumagai A. ， Mitani 
K. and Seij i M. : Effect of γ-Oryzanol on Lipid 
Metabolism in Arterial Wall and Other Tissues of 
Cholesterol Fed Rats. VIII International Sym­
posium on Drugs Affecting Lipid Metabolism， 
1983， 7， Philadelphia. 
5) Nishide T. ， Murano S. ， Otabe M. ， Ishi­
kawa Y. ， Sasaki N . ， Shirai K. ， Matsuoka 
N. ， Saito Y， Kobayashi Y. and Kumagai A. 
Effect of Clinofibrate (LipoclinR) on Lipid Com­
position of Serum Lipoprotein in Hyperlipidemic 
Patients. VIII International Symposium on Drugs 
Aff e c t i n g  L i p i d  M e t a b o l i s m ， 1 9 8 3 ， 7 ， 
Philadelphia. 
6) Matsuoka N. ， Ishikawa Y. ， Nishide T. ， 
Sasaki N. ， Murano S. ， Shirai K. ， Saito Y. and 
一 4 -
Kumagai A. : Effect of Clinofibrate (LipoclinR) on 
Lipid Metabolism in High Cholesterol Diet Fed 
Rats. VIII International Symposium on Drugs 
A f f e c t i n g  L i p i d  M e t a b o l i s m ， 1 9 8 3 ， 7 ， 
Philadelphia. 
7) Saito Y. ， Kumagai A. and Ishihara M. 
Effect of Pantethine (PantosinR) on Lipid 恥1eta­
bolism in Vessel Wall from the Point of View of 
Atherosclerosis. VIII International Symposium on 
Drugs Affecting Lipid Metabolism， 1983 ， 7 ， 
Philadelphia. 
8) Nawata Y. ， Yanagisawa T. ， Iwamoto 
1. ， Koike T. ， Tomika H. and Kumagai A. 
Anti-IgE autoantibodies in Asthmatic Patients， 
Delected by Newly Developed Solid-Phase 
Enzyme Immunoassay (EIA) . 5th International 
Cogress of Immunology， 1983， 8 ， Kyoto . 
9) Koike T. ， Goshi H. ， Sueishi M. ， Tomioka 
H. and Kumagai A. : AutiCardiolipin Antibodies 
in SLE Patients. 5th International Cogress of 
Immunology， 1983， 8， Kyoto. 
10) Tomioka H. ， Sueishi M. ， Kato A. ， Sato 
Y. ， Koike T. and Kumagai A. : Inactivation of 
Leukotrienes by Enzymes. 5th Internationa Con­
gress of Immunology， 1983， 8， Kyoto. 
11 )  Yanagisawa T. ， Nawata Y. ， Iwamoto 
1. ， Koike T. ， Tomioka H. and Kumagai A. 
Anti-IgE Autoantibodies in Asthmatic Patients， 
Detected by Modified Rast Interferance Mthod. 
5th International Congress of Immunology， 1983， 
8， Kyoto. 
12) Kagami M. ， Koike T. ， Sueishi M. ， 
Tomioka H. and Kumagai A. : Specificity of 
Anti-lymphocytotoxic Antibodies in SLE Patients. 
5th International Congress of Immunology， 1983 ， 
8， Kyoto. 
13) 熊谷朗 : 会長講演 ア レ ル ギ ー疾患治療の免
疫薬理学的研究. 第33回 日 本 ア レ ル ギ ー学会総会，
1983， 10， 千葉.
14) 光井庄太郎， 石崎達， 熊谷朗， 小林節雄， 富
士也一馬， 岸本進 : わ が国 に お け る 瑞息死の統計的観
察 (第 4 報) . 第33回 日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会，
1983， 10， 千葉.
15) 縄田泰史， 小池隆夫， 岩本逸夫， 富 岡 玖夫，
吉 田 尚， 柳沢隆夫， 熊谷朗 : 気管支端息 と 抗 IgE 自
己抗体 ( 1 )  enzyme immunoassay ( E  1 A ) に よ
る 抗 IgE 自 己抗体の検出 と そ の解析. 第33回 日 本 ア
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レ ルギ ー学会総会， 1983， 10， 千葉.
16) 岩本逸夫， 縄田泰史， 羅智靖， 佐藤俊子， 小
池隆夫， 富 岡 玖夫， 吉 田 尚， 田 中真， 熊谷朗 : 気管
支端息 と 抗 IgE 自 己抗体 ( II ) 抗 IgE 自 己抗体 と 気
管支端息 に お け る 臨床的ノf ラ メ ー タ ー と の 相関. 第
33回 日 本 ア レ ルギー学会総会， 1983， 10， 千葉.
17) 山 田研一， 田村泰， 富 岡 夫， 吉田尚， 熊谷
朗 : 仮性副 甲状線機能低下症 と 抗腎尿細管細胞膜抗
体. 第33回 日 本 ア レ ルギー学会総会， 1983， 10， 千
葉.
18) 渡辺幹夫， 山 田研一， 伊藤公道， 田村泰， 宍
戸英雄， 熊谷朗 : Steroid Hormon の Rat Plasma 
及 び腎 内 Renin 動態 に 及 ぼす影響 と そ の 活性化 に
つ い て . 第56回 日 本内分泌学会総会， 1983， 5 ， 大
阪.
19) 田村泰， 三上恵只， 西川哲男， 斉藤康， 熊谷
朗 : ラ ッ ト 副腎 コ レ ス テ ロ ー ル代謝調節 に つ い て .
第56回 日 本内分泌学会総会， 1983， 5， 大阪.
20) 伊藤公道， 山 田研一， 渡辺幹夫， 田村泰， 熊
谷朗 : 賢 Kallikrein� Kinin 系 の 活性化機構へ の ス
テ ロ イ ド ホ ノレモ ン の影響 に つ い て ( 1 ) . 第56回 日 本
内分泌学会総会， 1983， 5 ， 大阪.
21) 山 田研一， 伊藤公道， 渡辺幹夫， 田村泰， 熊
谷朗， 佐川典正 : 賢 Kallikrein-Kinin-PGs 系 の 活性
化機構への ス テ ロ イ ド ホ ノレモ ン の影響 に つ い て ( II ) 
第56回 日 本 内 分泌学会総会， 1983， 5 ， 大阪.
22) 武城英明， 田原和夫， 平井愛山， 山 田研一，
西川哲男， 田村泰， 熊谷朗， 吉田 尚 : 甲状腺疾患，
腎不全お よ び糖尿病 に お け る 甲 状線機能 と FT3 測
定の 意義. 第56回 日 本内分泌学会秋季大会， 1983， 
11 ， 東京.
23) 田 原和夫， 平井愛 山， 斉藤博幸， 田村泰， 熊
谷朗， 吉田 尚 : ラ ッ ト 副腎皮質細胞 に お け る A C T
H刺激時の ア ラ キ ド ン酸 カ ス ケ ー ド の関与に つ い て .
第56回 日 本 内分泌学会秋季大会， 1983， 11 ， 東京.
24) 野田和男， 尾世川正明， 金塚東， 牧野英一，
内 山寛子， 西本良博， 堀江弘， 熊谷朗， 吉 田 尚 ， 稲
垣義明 : 低血糖及 び乳酸 ア シ ド ー シ ス を 呈 し た 急性
骨髄性 白血病のー症例. 第56回 日 本内分泌学会秋季
大会， 1983， 11， 東京.
25) 平井愛山， 斉藤博幸， 田 原和夫， 田村泰， 吉
田 尚， 熊谷朗 : 高度精製 し た E P A エ チ ルエ ス テ ル
投与の ヒ ト 血小板 リ ン脂質 5 分画の脂肪酸構成 に及
ぼす影響 に つ い て . 日 本動脈硬化学会昭和58年度冬
季大会， 1983， 12， 東京.
26) 志気保子， 白井厚治， 斉藤康， 吉田尚， 熊谷
朗 : 遊離肝細胞に お け る V L D L 合成 に 及 ぽす ス テ
ロ イ ド ホ ル モ ン の影響. 日 本動脈硬化学会昭和58年
度冬期大会， 1983， 12， 東京.
27) 松岡信夫， 小田部真紗子， 志気保子， 石川 洋，
西出敏雄， 村野俊一， 佐々 木憲裕， 白 井厚治， 斉藤
康， 佐藤章， 熊谷朗 : 高 コ レ ス テ ロ ー ル食投与家兎
に た い す る エ ラ ス タ ー ゼの影響. 日 本動脈硬化学会
昭和57年度冬期大会， 1983， 1 ， 大阪.
28) 志気保子， 白井厚治， 斉藤康， 熊谷朗 : 動脈
壁 Lysosome 酵素 に 及 ぽす Glycyrrhizin の影響.
日 本動脈硬化学会昭和57年度冬期大会， 1983， 1 ，  
大阪.
29) 斉藤康， 森崎信尋， 白井厚治， 松岡信夫， 熊
谷朗， 石原正直 : 脳微小血管 に お け る パ ン テ チ ン の
脂肪酸酸化促進機構. 日 本動脈硬化学会昭和57年度
冬期大会， 1983， 1 ， 大阪.
30) 白 井厚治， 斉藤康， 熊谷朗 : Dilinoleoyl pho­
sphatidyl choline ( D  L P C )  vesicle に よ っ て
modify さ れた H D L の機能. 日 本動脈硬化学会昭和
57年度冬期大会， 1983， 1 ， 大阪.
31) 佐々 木憲裕， 斉藤康， 熊谷朗 : Cholinephos­
photransferase ( C P T ) の活性化機序の検討， 日 本
動脈硬化学会昭和57年度冬期大会， 1983， 1 ， 大阪.
32) 村野俊一， 松岡信夫， 小田部真紗子， 石川 洋，
西出敏雄， 佐々 木憲裕， 白井厚治， 斉藤康， 熊谷朗 :
高脂血症患者の リ ポ蛋 白構成脂質 に 及 ぽす ク リ ノ フ
イ プ レ ー ト ( リ ポ ク リ ン⑮) の影響. 日 本動脈硬化学
会昭和57年度冬期大会， 1983， 1 ， 大阪.
33) 藤 山葉子， 白 井厚治， 斉藤康， 松岡信夫， 熊
谷朗 : 中 膜 平 滑 筋 細 胞 に お け る L D L - choles­
terol ester 代謝の調節に つ い て . 日 本動脈硬化学会
昭和57年度冬期大会， 1983， 1 ， 大阪.
34) 西出敏雄， 佐々 木憲裕， 藤 山葉子， 白井厚治，
斉藤康， 熊谷朗 : 中膜平滑筋細胞お よ びマ ク ロ フ ァ
ー ジ ュ の コ レ ス テ ロ ー ルエ ス テ ラ ー ゼの性質 に つ い
て ， 日 本動脈硬化学会昭和57年度冬期大会， 1983， 
1 ， 大阪.
35) 石川洋， 佐々 木憲裕， 藤 山葉子， 白 井厚治，
斉藤康， 熊谷朗 : 中膜平滑筋細胞お よ びマ ク ロ フ ァ
ー ジ に お け る phospholipase AJ ， Az の性質 に つ い
て . 日 本動脈硬化学会昭和57年度冬期大会， 1983， 
L 大阪.
36) 志気保子， 白井厚治， 斉藤康， 吉 田 尚 ， 熊谷
朗 : 動脈壁 リ ソ ゾ ー ム 酵素 に 及 ぼす Glycyrrhizin
の影響 ( 2 ) . 第15回 日 本動脈硬化学会総会， 1983， 
7 ， 福 岡.
37) 赤沼安夫， 小坂樹徳， 五島雄一郎， 泰霞哉，
熊谷朗， 斉藤康， 八杉忠男， 折茂肇， 及川孝光， 清
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水隆， 村勢敏郎， 板倉弘重， 田 中 恒男， 村島幸代 :
高脂血症 に 対す る γ-Oryzanol (Hi-z⑮) の効果 一
二重盲検試験一. 第15回 日 本 動脈硬化学会総会，
1983， 7 ， 福 岡.
38) 志気保子， 白 井厚治， 斉藤康， 吉田 尚， 熊谷
朗， 若新政史 : 分離肝細胞か ら の ト ラ ン ス ア ミ ナ ー
ゼ遊離に 及 ぽす Glycyrrhizin の影響. 第17回和漢薬
シ ン ポ ジ ウ ム ， 1983， 9 ， 富 山.
39) 小関秀旭， 笠貫順二， 今泉照恵， 金子良一，
徳政義和， 太田幸吉， 斉藤春雄， 熊谷朗 : イ ン ド メ
サ シ ン潰場 に 対す る 高圧酸素療法の効果. 第69回 日
本消化器病学会総会， 1983， 5 ， 山形.
